
期

日

二
〇
二
二
年
十
月
八
日（
土
）・
九
日（
日
）

会

場

早
稲
田
大
学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

日
本
中
国
学
会

第
七
十
四
回
大
会
要
項

日
本
中
国
学
会
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

日
本
漢
学
を
／
で
考
え
る

司
会
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
長
尾

直
茂
（
上
智
大
学
）

高
山

大
毅
（
東
京
大
学
）

報
告
者
：
韓

淑
婷
（
関
西
大
学
）

宋

晗（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
）

水
上

雅
晴
（
中
央
大
学
）

日
本
漢
文
部
会
は
、
二
〇
一
〇
年
の
第
六
十
二
回
大
会
で
初
め
て
設
置
さ
れ
、
今
年
で
十
二
年
を
迎
え
る
。
大
会
案
内
な
ど
に
「
日
本
漢
文
（
日
本
漢
学
・

日
本
漢
詩
文
・
漢
文
教
育
な
ど
）」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
部
会
は
日
本
列
島
に
お
け
る
古
典
中
国
語
（
漢
文
）
を
用
い
た
文
化
営
為
を
広
く
対
象
領

域
と
し
て
い
る
。
発
足
以
来
、
多
く
の
充
実
し
た
報
告
が
行
わ
れ
、
現
在
、
日
本
漢
文
部
会
は
日
本
中
國
學
会
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
る
。
今
年
度
、
本
学
会
が
新
た
に
歴
史
部
会
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
に
当
た
っ
て
、
日
本
漢
文
部
会
の
十
二
年
を
振
り
返
り
、
本
部
会
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
の
は
有
意
義
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日
本
漢
文
・
日
本
漢
学
に
関
し
て
、

近
年
優
れ
た
研
究
を
発
表
し
て
い
る
三
氏
に
報
告
を
お
願
い
し
、
日
本
漢
文
部
会
の
「
現
在
地
」
を
示
す
と
と
も
に
、
本
部
会
の
対
象
領
域
に
関
す
る
研
究
の

来
し
方
行
く
末
を
議
論
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

先
ず
、
宋
晗
氏
の
報
告
で
は
、
平
安
朝
漢
詩
文
に
お
け
る
「
美
意
識
」
と
「
表
現
」
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
。
平
安
朝
漢
文
学
に
関
し
て
は
、
六
朝
隋
唐
文

学
と
の
比
較
研
究
の
豊
か
な
蓄
積
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
比
較
文
学
型
の
研
究
は
、
時
に
紋
切
り
型
の
日
中
文
化
論
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
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た
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
詩
壇
の
人
間
関
係
や
相
互
批
評
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
詩
人
た
ち
が
有
し
て
い
た
「
美
意
識
」
と
彼
ら
の
「
表
現
」
の
相

互
作
用
に
分
析
の
光
を
当
て
る
。

続
い
て
、
韓
淑
婷
氏
の
報
告
で
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
儒
礼
受
容
を
検
討
す
る
。
近
世
日
本
社
会
の
儒
礼
の
受
容
は
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
か
つ

て
は
江
戸
期
の
儒
礼
の
研
究
は
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
十
年
、
江
戸
期
の
儒
礼
研
究
は
大
き
く
進
展
し
、
江
戸
期
の
儒
礼
受
容
を
「
例
外
的
事

象
」
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
研
究
史
を
概
括
し
た
上
で
、
儒
礼
が
政
治
的
文
脈
の
中
で
語
ら
れ
る
事
例
に
注
目
し
、

江
戸
期
の
儒
礼
言
説
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。

最
後
の
水
上
雅
晴
氏
の
報
告
で
は
、
パ
ロ
デ
ィ
作
品
に
着
目
し
、
江
戸
期
の
俗
文
学
と
日
本
漢
学
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
パ
ロ
デ
ィ
作
品
の
出
現
は
、
広
い

範
囲
で
共
有
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
漢
学
に
関
わ
る
パ
ロ
デ
ィ
現
象
が
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸

期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
洒
落
本
・
落
書
・
川
柳
な
ど
の
通
俗
文
芸
に
お
け
る
パ
ロ
デ
ィ
を
検
討
し
、
近
世
日
本
に
お
け
る
漢
学
享
受
層
の

拡
大
状
況
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

日
本
列
島
の
漢
学
的
諸
文
化
を
検
討
す
る
（「
日
本
漢
学
を
考
え
る
」）
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
研
究
す
る
こ
と
で
中
国
学
研
究
に
対
し
て
い
か
な
る
寄
与

が
可
能
な
の
か
（「
日
本
漢
学
で
考
え
る
」）
に
つ
い
て
も
議
論
の
俎
上
の
載
せ
る
こ
と
で
、
本
部
会
と
他
部
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
新
た
な
視
点
を
提
示
で

き
る
で
あ
ろ
う
。


